



平成 +0年 2月 +3日受付平成 +0年 +,月 +*日受理
要約 : 小規模循環型農園においてヒトが継続的に生存していくために必要な要素と規模を明らかにすること




+ 構成要素 : ヒト 家禽 養魚 農作物 緑肥作物 水質浄化作物 淡水プランクトン 森林
, 農地面積 : /.0 a /.0+*, m, ヒト住居 鶏舎 養殖池は除く
- 森林面積 : ,.3 a
次に 正規分布による確率密度関数を用いて農作物の収量に対する信頼度を明確化し 農作物収量および
農地面積を算出した 信頼度ごとに割り出した農地面積は以下の通りとなった
信頼度 /* : 0.3 a, 信頼度 1/ : 1.- a, 信頼度 3/ : 2.* a
キワド : 農地工学 栄養学 静岡 資源循環 信頼度








めており また 小規模農場用のエネルギ 農業 廃棄
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表 +に示したように -.歳男性 身長 +03.+ cm, 体重 01.*












置する また 栄養所要量とは 特定の年齢層や性別集団
のほとんど 31	32 が +日のエネルギ及び栄養素の
必要量を満たすのに十分な摂取量 のことである3 その
栄養所要量を充足しうる +日分の食事メニュを栄養士
斉藤正貴 : 神奈川 ..,*/号が作成し +年間 -0/日こ
図 , 土地利用の概要
図 - 計算の流れ
表 + ヒト一人 +日分の栄養所要量
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した後の穀類等の食料残渣 糠 ふすま 卵殻 ナタネ油
かす 22 g日とティラピア魚かす ,,* g日を鶏の飼
料へ 野菜かす 31 g日 を養魚の飼料へ 根茎葉な
ど食用部位以外の農作物残渣 +,3/- g日 を堆肥原料へ
とそれぞれ分配した
b 鶏の飼育
図 .に示したように ヒトが毎日 +個 /*g : 食品成分
表+*推奨値 の鶏卵を食すために必要な鶏の羽数から飼育
すべき鶏を産卵鶏 ,羽 種鶏 オス +羽 雛 -羽とした
そして これらの鶏の生育に必要なエネルギたんぱく
質カルシウムの -項目++について栄養価計算を行った


















成魚をヒトは *./尾 鶏は 0羽合計で +./尾食べることと
し さらに ,尾を リン成分の含有量が高い有機質肥料













Wm : 体重 m : 経過月数
曲線式に対して次の条件+-, +.を満たすような定
数 aを求め 体重の収束値W	を整数値で求めた




















	Tm : 個体数 m : 経過月数
この産卵親魚の個体数と先に求めた月ごとの体重変動か
ら産卵数を決定した+. そして その産卵数から *ケ月の
孵化仔魚数が +3,1-..,尾と決定した

























については +増しとした 続いて 図 2のような栽培型
で農作物栽培を計画し 表 /のような静岡県の農作物平均
収量を用いて農作物確保のために必要な農地面積を算出
し 表 0に示した 必要な農地面積は 水田 -.*/ a うち
*.-. aは養魚の魚溜り+/ 大豆畑 +.10 a, 野菜畑 *.03 aと
し 大豆裏作で小麦 +.10 a, 残りの小麦を水田裏作 *.1- aで
補った ナタネは水田裏作 +.+3 aと畑地で栽培することと















肥料成分量 窒素 リン酸 カリ を求め 有機質肥料で
ある緑肥と魚肥でその成分量を供給することとした その
結果必要な緑肥は +0.2 kg年魚肥は +23 kg年と



























表 0 農地面積 単位 : a
表 1 森林リタフォル供給量


















































表 2 各農作物の信頼度ごとの収量 単位 : kg 年+* a
表 3 信頼度ごとの農地面積 単位 : a
図 +* 小麦収量を信頼度で予測するための確率密度関数











/ ま と め
ヒトの栄養を前提として家禽 養魚 農作物 緑肥作物
水質浄化作物 淡水プランクトン 森林の組み合わせによ
り循環システムを計画した 静岡県の環境条件では ヒト
一人の生存に必要な農地面積は /.0 a 森林面積は ,.3 aと
試算できた 平成 +.年の日本の農地面積+1 .10万 haがす
べて利用できるとすれば本研究における -.歳男性 実験
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Calculations of Farmland and Forest Areas for
Small-scale-recycling-oriented Farms to Maintain
Recommended Dietary Allowance
By
Masaki SAITOH*, Katsuhiro YOSHIDA*, Takahiko NAKAMURA**
and Masaharu KOMAMURA**
(Received August +3, ,**./Accepted December +*, ,**.)
Summary : The purpose of this study is to show the elements and amounts, which are required to
maintain a man’s life on a small-scale-recycling-oriented farm. A simulation was done to show how
materials recycle in a system in Shizuoka, Japan. This simulation presumed that a man can maintain
his own nutritional balance and showed the constituent elements of the system. After the necessary
quantity of food was calculated, the necessary amount of yields for providing food was calculated.
Then the farmland area and the amounts of manure for these crops were calculated. After that the
forest area for providing manure was calculated. The following results were obtained :
+. Constituent elements : Man, Chicken, Fish, Crops, Green manure, Water purifying plants,
Limnoplankton, Trees
,. The farmland area : /.0+*,m, (except for the man’s house, henhouse and ﬁshpond)
-. The forest area : /* reliability : ,.3+*,m,
In addition, the reliability of the yields was made clear according to a probability density function
and the farmland areas each were calculated according to the yields of each case, /*, 1/ and 3/
reliability. The following results were obtained : /* reliability : 0.3+*,m,, 1/ reliability : 1.-+*,
m,, 3/ reliability : 2.*+*,m,
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